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日本各地から伝えられる自然や歴史的環境
の破壊の報道 を聞 くとき,いつ も思い出され
るのがイギリスのナショナル ・トラス トであ
る。経済大国と言われながら文化的な認識 に


















て しまう。確かに日本 にも素晴 らしい自然や
歴史的環境が残っている。ただ,そ の残 り方,
残 し方がいかにも異なる。日本では自然で も

















は自然 も破壊 し,都市にもスラムが蔓延 した
ことは忘れ られない。ラスキンやモ リスが産
業化の もたらす惨状を嘆 き,抗議 した ことは







発想では,こ うした運動 はいつまでたって も
完成 しないのではないか。







付で運営 されていること自体,日 本 との差異

























ナシ ョナル ・トラス トのグッズが在阪の百貨
店でも売 られている。女性や子供だけの興味
に終わっては困るが,市 民運動とは異なる側
面からの関心 も持たれはじめているだけに,
正確な運動の姿を伝える書がタイム リーに出
されたことを歓迎 したい。 日本にはナショナ
ル ・トラス トを冠するグループが幾つかある
が,こ の百貨店がバ ックアップするグループ
では,毎 年ボランティアの養成のための補助
もしているとか聞 く。阪神大震災に再認識さ
れたボランティアの輪が広まり,自然や歴史
的環境への保護に関心 をもつ人々が増 えてい
くことを願わずにはいられない。
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